
私たちは日々

さまざまなごみを

捨てています。

たくさん！

歯磨き粉
（粒子、チューブ）

ストロー

空き缶 紙くず
レジ袋

1

わたし

す

ひ び

それらがそのままきちんと処理されず

海に捨てられると“海洋ごみ”となります。

2

しょり

かいよううみ す

その中でもプラスチック類は

分解されることなく、最終的には

“マイクロプラスチック”となって漂います。

マイクロプラスチック
3

るい

さい しゅう てき

ただよ

ぶんかい

つまり私たちは
自分たちの捨てた
ごみ＝プラスチックを、
体にとり込んで
しまっているのです。

ここでみなさんに
クエスチョン！

7

わたし

じぶん す

からだ こ

さらにイワシなどの魚を、より大きな魚が、

さらに、その大きな魚を私たちが食べています。

これは食物連鎖という仕組み。

プランクトン
イワシ

大きな魚

6

しょくもつ れんさ

おお さかな

おお さかなさかな

わたし た

し く

そのマイクロプラスチックは

消化されず、イワシの体内に

たまっていきます。

5

しょうか たいない

魚は食べたい！

でもプラスチックは摂りたくない！

…という場合、

どうしたらよいでしょう？

？
？

Eat! No!
8

た

と

ばあい

さかな

さて、海ではイワシなどの魚が
小さなプランクトンを食べています。

この時、マイクロプラスチックを
一緒に食べてしまいます。

イワシ

4

うみ さかな

たちい

とき

いっしょ た

海のごみが増えると何が起こるの？
海洋ごみとマイクロプラスチック

海でマインドマップ教育プロジェクトは日本財団「海と日本プロジェクト」の一環として、
次世代へ海を引き継ぐため、海を介して人と人とがつながることを目的として、本事業を実施しています。



CO2

原因は、地球に熱を

溜め込んでしまう

「温室効果ガス（CO2など）」

にあります。

地表

大気圏

2

た い き け ん

げんいん

おんしつ こうか

ちきゅう ねつ

た こ

ちひょう

温室効果ガスは、電気や、化石燃料を
使用したときの排気ガスなどが元に
なっています。

温室効果ガス

3

こうか でんき かせき ねんりょう

もとはいきしよう

おんしつ

おんしつ こうか

温室効果ガスと

大気中の熱を

吸収してくれるのが

「海」です。

4

こうかおんしつ

たいきちゅう ねつ

きゅうしゅう

うみ食卓から魚が消えてしまう――。

そんな事態を防ぐために、

私たちにできることは

何なのでしょう？

No!

8

しょくたく さかな

じたい ふせ

わたし

なん

き

やがて、海から魚が減り続け、
最後にはいなくなってしまうかもしれません。
ここでクエスチョン！

2030年 2040年 2050年

7

うみ

さいご

さかな へ つづ

ねん ねん ねん

私たちが暑いのが苦手なのと同じように、

高温の海では調子が悪くなり、

中には死んでしまう卵や魚も……。

6

わたし

こうおん うみ

なか し たまご さかな

ちょうし わる

あつ にがて おな

CO2
ところが、

温室効果ガスが増えると

吸収される熱も増えて、

海水の温度も上昇……。

5

おんしつ こうか ふ

きゅうしゅう

かいすい おんど じょうしょう

ねつ ふ

地球では温暖化が進み、

2050年には

平均気温が2℃も

上昇するとも

言われています。

1

ちきゅう お ん だ ん か す す

ね ん

へ い き ん き お ん

じょうしょう

い

地球が温暖化すると何が起こるの？
地球温暖化と海洋環境の変化

海でマインドマップ教育プロジェクトは日本財団「海と日本プロジェクト」の一環として、
次世代へ海を引き継ぐため、海を介して人と人とがつながることを目的として、本事業を実施しています。




